
 

国際商学部（外国語） 問題解説 
 
□■ 出題意図・評価方法・評価ポイント 

  

〔Ⅰ〕 本文は、企業で働く女性が直面するジェンダー・ギャップの問題を取り上げた英字

新聞の記事です。世界経済フォーラムが算出するジェンダー・ギャップ指数で 2024

年に日本は 146 ヶ国中 118 位となっています。少子高齢化が急速に進んでいる状況

でジェンダー・ギャップは益々深刻な問題になるでしょう。国際商学部の入学者は、

ジェンダー・ギャップのように解決が難しいことをどのように改善できるか、入学

後も意識的に検討することが期待されています。 

 

〔Ⅱ〕 貯蓄から投資へであったり、キャッシュレス化であったり、「貨幣」に関する話題は

従来からすると考えられないほどマスメディアに取り上げられています。それに便

乗する詐欺も毎日のように報道されています。「貨幣」とは何かを考えるいいタイミ

ングと判断したのがきっかけです。また、ぜひこれを契機に、受験生の皆さんが貨

幣から証券市場または資産の形成へと興味をもっていただければという願いを込

めた出題です。 
 

 

□■ 受験生へのメッセージ 

 

経営学や経済学の世界では、重要な論文や最新の研究成果の多くが英語で書かれています。英

語で論文を読む力がつくと、ウェブサイトを通じて世界中の知識に直接アクセスでき、視点を広

げたりすることができます。世界中の知識や研究に触れることで、自分の考えが深まり、好奇心

の扉がどんどん開いていきます。「世界の学び」が自分のものになり、新しい視点や刺激にあふれ

た学びが待っています。わくわくする気持ちを持って日ごろから英語に接してみてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


